
 

これまでの学術編成を尊重し専門分野を深め、専門家を育成する教育 

   従来の学術編成に基づいた研究科の専門分野における深い知識や

高い技術を保持する人材を育成する教育です。 

 

いくつかの異なる学問・研究分野からなる複合領域を学修する教育 

   異なる分野にも視野を向け知的地平を広げられる教育を指します。

新たな知識や技術の組み合わせを試みる創造的な活動を促進します。 

知の探究 

 

大阪大学の大学院教育システム 
 

学際融合・社会連携を指向した双翼型大学院教育システム 

Double-Wing Academic Architecture 
 

 

大学院教育システム構築の背景と目的 

現代社会には、SDGs に代表される様々な課題が数多く存在します。こうした複雑な社会課題を解決するには、

それぞれのコアとなる専門的知見に加えて、広い視野から課題を多角的に捉え、多様なステークホルダーと柔

軟に協働する力が求められます。 

このような社会背景を踏まえて、大阪大学では、大学院での学びを皆さん自身がデザインすることができる

新しい大学院教育システム「学際融合・社会連携を指向した双翼型大学院教育システム”Double-Wing Academic 

Architecture”（以下「DWAA」という。）」を推進しています。 

 

 

DWAA の考え方 

DWAA は、研究科・専攻等における専門分野の教育（「知の探究」型教育）に加え、専門分野のコアの修得を

前提として、新たに「知と知の融合」「社会と知の統合」の二つの方向に教育を広げていく点が特徴です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知と知の融合 

知と知の融合 

社会課題に対する解決に向けての実践的な取り組みを通じて学修する教育 
   社会の様々なステークホルダーとともに解決すべき課題を発見して

解決方法を創造し、さらに社会に実装することができる能力を育成し
ます。授業の中で、社会課題の解決に実践的に取り組む機会を提供し、
異なる背景を持った人々と意思疎通を図る能力や社会を変えようとす
る過程で直面する困難を乗り越える力量を身につけます。授業によっ
ては、学外（社会、企業等）との接点を持った取組み等も含まれます。    

    

社会と知の統合 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知のジムナスティックスプログラムとは 

この DWAA の考え方に基づき、「知と知の融合」「社会と知の統合」の二つの学際領域に分類される高度教養

教育の教育プログラムを総称して「知のジムナスティックスプログラム」と呼び、専門分野の深化を目指す従

来の大学院教育と併せて履修を推進しています。 

大阪大学で展開している教育プログラムは以下のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

専門性の 
探究 

学際融合の 
推進 

社会課題の 

解決 

専門分野の 
コア 

社会と知の統合 知と知の融合 

知の探究 

学際融合・社会連携を指向した双翼型大学院教育システム 
（Double-Wing Academic Architecture） 

詳細はこちら

↓ 

教育プログラムの詳細はこちら→ 

知のジムナスティックス
プログラム 


